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抄録 本研究は，情報活用能力を育てる授業実践の在り方を探ったものである。児童の学習活動を充実 

させる１人１台端末の活用として，カメラ機能を用いることで，観察する対象物の変化や製作の過程な

ど，課題や目的に応じた必要な情報を収集することができるようにした。また，スライド，Jamboard を

用いることで，収集した情報を整理，比較したり，課題に対する考えを共有したりすることができるよ

うにした。こうした１人１台端末の活用を「仙台版 情報活用能力 学習目標リスト」を基に，系統性

を持たせて教科等横断的に実践した結果，写真の記録やデータ管理，キーボードによる文字入力といっ

た児童の活動スキルや課題解決に向けて必要な情報を選択したり，複数の情報から共通点や相違点を見

付けたりする探究スキルなどの情報活用能力の向上が見られるようになった。 

 

＜キーワード＞   □情報活用能力を育てる  □児童の学習活動を充実させる          

Ⅰ はじめに 

１ 主題設定の理由 

小学校学習指導要領(平成29年告示)において，

学習の基盤となる資質・能力の一つに情報活用能

力が示されている。「グローバル化の進展」「人工

知能(AI)の飛躍的な進化」など将来の予測が難し

い現代社会を子供たちが生き抜いていくためには，

情報活用能力の育成は重要となる。情報活用能力

の育成には，「各学校においてコンピュータや情報

通信ネットワークなどの情報手段を活用するため

に必要な環境を整え，これらを適切に活用した学

習活動の充実を図ること」１と述べられている。 

しかし，「学校における教育の情報化の実態等に

関する調査(令和元年)」では，学校のICT環境整備

の脆弱さ，地域間での整備状況の格差が挙げられ

ている。また，「OECD生徒の学習到達度調査(PISA 

2018)」の「ICT活用調査」では，学校の授業にお

けるデジタル機器の利用時間はOECD加盟国で最下

位であった。だが，子供の学校外での平日のデジ

タル機器の利用では，「１人用ゲームで遊ぶ」「ネ

ット上でチャットする」の項目で１位となってい

る。このことから，子供たちはデジタル機器を利

用しているものの，学習目的にはほとんど使って

きていないことが見えてくる。 

GIGAスクール構想により，１人１台端末，高速

大容量の通信ネットワークといった学校のICT環

境の整備が進められている。一方で学校現場では

その環境をすぐに使いこなすことが難しい現状が

ある。これまでの実践を振り返ると，教師側とし

て１人１台端末のような新しいICT機器が導入さ

れると，その利便性を理解しているものの，授業

での活用のイメージまで持てないことがあった。

また，児童は特定の教科，活動でのみの使用とな

り，コンピュータ等の情報手段を活用した学習の

経験が少なく，基本的な操作を身に付ける機会を

十分に得られなかったと考えられる。 

１人１台端末が導入され，ICT環境が急速に整備

されている今，学習での活用場面や具体的な活用

方法について考える必要がある。日常的に１人１

台端末を適切に活用し，児童の学習活動を充実さ

せることが，情報活用能力の育成につながると考

える。 

以上のことから，児童の学習活動の充実を図る

ための，１人１台端末の活用方法の工夫を通して，
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情報活用能力を育てていきたいと考え，本主題を

設定した。 

２ 研究の基本的な考え方 

(１)  ｢情報活用能力を育てる｣とは 

コンピュータ等の情報手段を適切に用いて必要

な情報の収集，整理，比較，得られた情報の発信，

伝達，保存，共有といったことができる力を育てる

ことと捉える。本研究では，「仙台版 情報活用能

力 学習目標リスト」(以下，学習目標リストと表

記)を基に，設定されたレベルに応じた情報活用能

力の育成を目指していく。 

(２) ｢児童の学習活動を充実させる｣とは 

 １人１台端末を用いて，児童一人一人が課題や目

的に応じて主体的に情報を収集，整理，比較したり，

考えを即時に共有，発信することで多様な考えに触

れたりすることができるようにすることと捉える。

なお，本研究における１人１台端末はChromebook

とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ 研究のねらい 

児童の学習活動を充実させる，１人１台端末の活

用を通して，情報活用能力を育てる授業実践を提案

する。 

 

Ⅲ 研究の視点と手立て 

＜視点＞ 学習活動を充実させる，Chromebookの 

活用方法 

(１) カメラ機能の活用（手立てＡ） 

児童が情報を収集する手段として，Chromebook

のカメラ機能を活用する。これまでもカメラによる

情報収集は他の ICT機器で行ってきているため，児

童にとって操作は容易であると考える。１人１台端

末になることで，これまでと同様に情報を収集する

だけでなく，記録，保存，整理，編集までを児童一

人一人が確実に行うことができるようになる。その

ため，課題や目的に応じて，必要な情報を選択し，

主体的に情報を収集，整理していくことが可能にな

ると考える。また，カメラ機能は，ネットワークに

つながらなくても使用可能であり，活用場所が限定

されず，教科等にかかわらず，様々な学習場面での

活用が考えられる。 

(２) スライド，Jamboardの活用（手立てＢ） 

収集した情報を整理，比較するためにスライドを

用いる。同じ対象物の情報を時系列に整理していく

ことで，その変容を捉えたり，複数の情報を並べて

比較することで，共通点や相違点に気付いたりする

ことができる。また，収集した情報を提示しながら，

自分の考えを明確に伝えることが可能になると考え

る。Jamboardでは，収集した情報や一人一人の考え

を共有することで，新たな視点や考えに気付かせ，

学習課題に対する，より良い考えを見いだすことへ

とつなげていく。情報の整理や発信，共有といった

場面で広く使える機能であり，情報活用能力の育成

のためには有効な手立てであると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) 学習目標リストを意識した Chromebook の活

用(手立てＣ) 

学習目標リストを基に，Chromebookの活用を通し

て，児童に身に付けさせたい力を押さえ，学習活動

に取り組ませる。Chromebookの基本的な操作や発表

時の工夫，視点ごとに情報を整理するなど，身に付

けさせたい情報活用能力を学習活動に関連付けてい

く。各学年に応じて段階を踏んで活用していくこと

で，学年間での系統性を持たせるようにする。 

表１ 仙台版 情報活用能力 学習目標リストから一部抜粋２ 

図１ Jamboard の活用による学習活動の変化のイメージ 
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また，違う単元や教科等においても同様に活用す

ることで，児童の情報活用能力の育成を図っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ 研究の概要 

１ 実態調査 

(１) 計画 

実態調査を表２のとおり実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 結果 

 家庭での学習状況について調査したところ，「家で

はコンピュータを使って勉強する。」という質問につ

いて，「あまりしない」，「しない」と回答した児童は

２年生で，24名(78％)，４年生で 17名(78％)，５年

生で33名(73％)であった(図４)。 

 

 

 

 

 

 

また，各学年における情報活用能力に関する調査を，

学習目標リストを基に行った。 

２年生は，学習目標リストにおける「Ａ１ 記録と

編集」に関わる質問について，「よくできる」，「まあ

まあできる」と回答した児童は 31名中27名(74％)

であった。また，「Ａ８ 口頭発表」，「Ｂ１ 取捨選

択」，「Ｂ２ 読み取り」に関わる質問について，「あ

まりできない」，「できない」と回答した児童は，それ

ぞれ31名中８名(25％)，15名(48％)，８名(25％)で

あった（図５）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年生は，学習目標リストにおける「Ａ１ 記録と

編集」に関わる質問について，「よくできる」，「まあ

まあできる」と回答した児童は 22名中18名(82％)

であった。また，「Ａ８ 口頭発表」，「Ｂ１ 取捨選

択」，「Ｂ２ 読み取り」に関わる質問について，「あ

まりできない」，「できない」と回答した児童は，それ

ぞれ22名中13名(59％)，15名(69％)，11名(60％)

であった（図６）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ スライドの活用による情報活用能力の育成及び活動の具体例 

図３ Chromebook の活用及び育成を図る情報活用能力(５年生) 

表２ 実態調査計画 

図４ 家ではコンピュータを使って勉強する 

図５ 情報活用能力に関する調査(２年生) 

図６ 情報活用能力に関する調査(４年生) 

33人 

17人 

24人 

２年(N=31) 

４年(N=22) 

５年(N=45) 

(N=22) 

写真や動画を撮影することができる。 

11 人 

15 人 

13 人 

18 人 

資料の見せ方や身振りなど伝え方を工夫できる。 

必要とする情報を選ぶとき，理由を説明することができる。 

収集した情報や資料から，共通点，相違点を見つける。 

(N=31) 

8 人 

15 人 

8 人 

27 人 

何が大事か考えて，絵や写真を見たり，文章を読んだりする。 

知りたいことを，絵や写真，文章から選ぶことができる。 

物などを見せながら，大きな声で話すことができる。 

写真や動画を撮影することができる。 
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５年生は，学習目標リストにおける「Ａ１ 記録と

編集」に関わる質問について，「よくできる」，「まあ

まあできる」と回答した児童は 45名中34名(82％)

であった。また，「Ａ８ 口頭発表」，「Ｂ１ 取捨選

択」，「Ｂ２ 読み取り」に関わる質問について，「あ

まりできない」，「できない」と回答した児童は，それ

ぞれ45名中24名(54％)，26名(59％)，20名(45％)

であった（図７）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(３) 考察  

 図４の結果から，どの学年においても家庭学習におけ

るコンピュータの活用が進んでいない状況が分かった。

これは，児童がこれまでの学習において，コンピュータ

等の情報手段を学習ツールとして活用する経験が浅かっ

たことが一因だと考えられる。図５，６，７の結果では，

写真や動画の撮影について，どの学年でも多くの児童が

できると回答していた。このことから，情報手段の基本

的な操作がまだ身に付いていない児童にとっても，カメ

ラ機能を用いた Chromebook の活用は容易に取り組める

ものであると考える。一方で，「Ａ８ 口頭発表」，「Ｂ

１ 取捨選択」，「Ｂ２ 読み取り」に関する項目では，

できないと回答した児童が，２年生と比較して，４，５

年生に多く見られた。このことから，資料の見せ方や伝

え方，課題や目的に応じて，根拠を明確にして必要な情

報を選択する力，複数の情報から共通点，相違点を見付

ける力が身に付いていないことが考えられる。また，情

報活用能力の育成について学年によって差が見られるこ

とから，学習目標リストのレベルに応じて，系統性を持

たせて学習に取り組む必要があると考える。 

 以上のことから，カメラ機能を用いた情報収集，スラ

イド，Jamboardを活用した情報の整理，比較，発信とい

った学習活動を，学年間で系統性を持たせて，教科等横

断的に行うことで，情報活用能力を育てていきたいと考

える。 

２ 授業実践の概要 

(１) 実践１ 

実践１を表３のとおり実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

対象 仙台市立太白小学校 ２年１組 

実施期間 令和３年７月 13日～９月２日 

単元名 ぐんぐんそだて わたしの野さい 

時 ねらい 学習活動 Chromebook の
活用 

６ 

・ 

７ 

 友達と自分の世話 
の仕方を比べなが
ら，異なる植物にも
同じような特徴や性
質があることに気付 
くことができるよう
にする。 

野菜の成長を報
告する会を開き，育
てている野菜の成
長や世話の仕方を
紹介し合い，気付い
たことを記録カー
ドに書く。 

・対象物の撮影，
保存(手立て A，
C) 

・記録の整理や発
表(手立て A，C) 

【リスト A1，A8，
B1，B4】 

８ 
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植物を育てること
のよさを実感し，こ
れからも継続的に生
き物と関わろうとす
ることができるよう
にする。 

収穫したときの
ことを振り返り，気
付いたことを紹介
し合う。 
記録カードをま

とめ，友達と紹介し
合う。 

・対象物の撮影，
保存(手立て A，
C) 

・スライドによる
記録の整理や発
表(手立て B，C) 

【リスト A1，A8，
B1，B4】 

対象 仙台市立太白小学校 ４年１組 

実施期間 令和３年８月 30日～９月６日 

単元名 暑くなると 

時 ねらい 学習活動 Chromebook の
活用 

１ 

・ 

２ 

夏の植物の様子を
観察し，得られた結
果を絵や文で分かり
やすく記録すること
ができるようにす
る。 

夏と春の自然の
様子を見比べ，変わ
り方についての問
題を見いだす。 
サクラやヘチマ

などの成長の様子
を記録する。 

・対象物の撮影，
保存(手立て A，
C) 

【リスト A1，A2】 

３ 
夏の動物の様子を

観察し，得られた結
果を絵や文で分かり
やすく記録すること
ができるようにす
る。 

動物の活動の様
子を観察して記録
する。 

・対象物の撮影，
保存(手立て A，
C) 

・スライドによる
記録の整理や発
表(手立て B，C) 

【リスト A1，A2，
A3,B2,B3】 

４ 
植物や動物のこれ

からの変化について
既習事項を基に考え
ることができるよう
にする。 

これまでの記録
を整理し，植物の育
ち方と気温との関
係を考える。 

・スライドによる
記録の整理や発
表(手立て B，C) 

【リスト A2，B2，
B3】 

図７ 情報活用能力に関する調査(５年生) 

表３－１ 実践１ 指導計画(２年生) 

～ 

表３－２ 実践１ 指導計画(４年生) 

20 人 

(N=45) 

26 人 

24 人 

34 人 

写真や動画を撮影することができる。 

資料の見せ方や身振りなど伝え方を工夫できる。 

必要とする情報を選ぶとき，理由を説明することができる。 

収集した情報や資料から，共通点，相違点を見つける。 
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対象 仙台市立太白小学校 ５年１組，５年２組 

実施期間 令和３年６月 16日～６月 17日 

単元名 植物の発芽と成長 

時 ねらい 学習活動 Chromebook の
活用 

12 

・ 

13 

植物の成長には，
日光や肥料が関係し
ていることを理解す
ることができるよう
にする。 

日光と成長との
関係，肥料と成長と
の関係についてま
とめる。 

・スライドによる
記録の整理や発
表(手立て B，C) 

【リスト A2，A8，
B1，B2】 

(２) 実践２ 

 実践２を表４のとおり実施した。 

 

対象 仙台市立太白小学校 ２年１組 

実施期間 令和３年 11月１日～11月 22日 

単元名 うごく うごく わたしのおもちゃ 

時 ねらい 学習活動 Chromebook の
活用 

１ 
自分が楽しみたい

遊びを思い描きなが
ら，おもちゃづくり
への思いを高めるこ
とができるようにす
る。 

見本のおもちゃ
で遊び，自分の作り
たいおもちゃを決
める。 

 

２ 

 

４ 

おもちゃをつくる
中で，つくり方や材
料を変えるとおもち
ゃの動きが変わるこ
とに気付くことがで
きるようにする。 

見本や教科書，図
鑑などを参考にし
て，おもちゃに必要
な材料や道具を用
意して自分のおも
ちゃを作る。 

・対象物の撮影，
保存(手立て A，
C) 

【リスト A1】 

５ 

 

７ 

おもちゃをもっと
よく動かしたいとい
う思いをもち，おも
ちゃを改良する中で
自分が加えた工夫と
おもちゃの動きとの
間に関係性があるこ
とに気付き，繰り返
し改良しようとする
ことができるように
する。 

自分が作ったお
もちゃで他のグル
ープの友達と遊び，
気付いたことを話
し合う。 
おもちゃを工夫

して改良しながら
遊び，よりよく動く
ように，グループで
話し合ったり試し
て遊んだりする。 

・対象物の撮影，
保存(手立て A，
C) 

・スライドによる
記録の整理や発
表(手立て B，C) 

【リスト A1，A8，
B1】 

８ 
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みんなでより楽し
く遊べるように遊び
方を改良する中でル
ールや遊び方を工夫
するとみんなが楽し
く遊べるようになる
ことに気付き，これ
からも遊びを作り出
そうとすることがで
きるようにする。 

みんなで楽しく
遊ぶ活動について
話し合い，準備をす
る。 
楽しく遊びなが

ら，改良したり遊び
方を工夫したりす
る。 
これまでの学習

活動を振り返り，カ
ードに書く。 

・対象物の撮影，
保存(手立て A，
C) 

・スライドによる
記録の整理や発
表(手立て B，C) 

【リスト A1，A8，
B1】 

 

 

 

 

時 ねらい 学習活動 Chromebook の
活用 

３ 
秋の動物の様子を

観察し得られた結果
を絵や文で分かりや
すく記録することが
できるようにする。 

動物の活動の様
子を観察して記録
する。 

・対象物の撮影，
保存(手立て A，
C) 

【リスト A1，A2，
A3，B2，B3】 

４ 
植物や動物のこれ

からの変化につい
て，既習事項を基に
考えることができる
ようにする。 

これまでの記録
を整理し，植物の育
ち方と気温との関
係を考える。 

・スライドによる
記録の整理や発
表(手立て B，C) 

【リスト A2，B2，
B3】 

対象 仙台市立太白小学校 ４年１組 

実施期間 令和３年 11月４日～11月 11日 

単元名 すずしくなると 

時 ねらい 学習活動 Chromebook の
活用 

１ 

・ 

２ 

秋の植物の様子を
観察し，得られた結
果を絵や文で分かり
やすく記録すること
ができるようにす
る。 

秋と夏の自然の
様子を見比べ，変わ
り方についての問
題を見いだす。 
サクラやヘチマ

などの成長の様子
を記録する。 

・対象物の撮影，
保存(手立て A，
C) 

【リスト A1，A2】 

対象 仙台市立太白小学校 ５年１組，５年２組 

実施期間 令和３年８月 30日～９月 15日 

単元名 水産業のさかんな地域 

時 ねらい 学習活動 Chromebook の
活用 

１ 
食生活と水産業に

ついて考え，学習問
題をつくることがで
きるようにする。 

日本の水産業の
様子について，地図
や統計資料等を読
み取る活動を通し
て，わかったことを
整理して学習問題
を作る。 

・スライドによる
学習内容のまと
め(手立て B，C) 

【リスト A2，B1，
B2,B3】 

２ 
長崎漁港の近海で

さかんな沖合漁業は
どのように行われて
いるか理解できるよ
うにする。 

写真やイラスト
から，まき網漁につ
いてわかったこと
をまとめ発表する。 

・Jamboard による
意見共有や発
表，スライドに
よる学習内容の
まとめ(手立て
B，C) 

【リスト A2，B1，
B2,B3】 

３ 
長崎漁港に水あげ

された魚は，どのよ
うにして食卓へ届け
られるのか理解でき
るようにする。 

写真を見て，長崎
漁港の様子や水揚
げされた魚が食卓
にとどくまでの流
れについて分かっ
たことをまとめる。 

・Jamboard による
意見共有や発
表，スライドに
よる学習内容の
まとめ(手立て
B，C) 

【リスト A2，B1，
B2,B3】 

４ 
養殖，栽培漁業が

どのように行われて
いるか理解できるよ
うにする。 

写真やイラスト
から，育てる漁業に
ついて分かったこ
とをまとめる。 

・Jamboard による
意見共有や発
表，スライドに
よる学習内容の
まとめ(手立て
B，C) 

【リスト A2，B1，
B2,B3】 

５ 
長崎漁港周辺で

は，どのようにして
水産加工品が作られ
ているのか理解でき
るようにする。 

写真からかまぼ
こづくりについて
分かったことをノ
ートにまとめる。 

・Jamboard による
意見共有や発
表，スライドに
よる学習内容の
まとめ(手立て
B，C) 

【リスト A2，B1，
B2,B3】 

６ 
日本の水産業の課

題について考えるこ
とができるようにす
る。 

地図とグラフや
調べてきたことを
もとに，日本の水産
業の課題について
読み取り，分かった
ことをまとめて発
表する。 

・Jamboard による
意見共有や発
表，スライドに
よる学習内容の
まとめ(手立て
B，C) 

【リスト A2，B1，
B2,B3】 

７ 
水産業のさかんな

地域の人たちの工夫
や努力について調べ
たことをまとめるこ
とができるようにす
る。 

これまで学習し
たことを振り返り、
プレゼンテーショ
ンソフトを使って
まとめる。 

・スライドによる
学習内容のまと
めや発表(手立
て B，C) 

【リスト A2，B1，
B2,B3】 

表３－３ 実践１ 指導計画(５年生) 

～ 

～ 

～ 

表４－１ 実践２ 指導計画(２年生) 

表４－２ 実践２ 指導計画(４年生) 

表４－３ 実践２ 指導計画(５年生) 



引地６ 

 

３ 授業実践の内容と結果 

 別紙資料参照 

 

Ⅴ 研究のまとめ 

１ 研究の成果 

＜視点＞ 学習活動を充実させる，Chromebookの 

活用方法 

カメラ機能を活用したことは，観察する対象物

や製作の過程など，課題や目的に応じた必要な情

報を収集する上で有効であった。さらに，活用を

通して，機器の起動や終了，データの保存や閲覧

など，基本的な操作の習得にもつながった。収集

した情報を整理，比較するためにスライドを活用

することで，収集した情報から課題解決に必要な

情報を選択したり，対象物の共通点や相違点から

変容に気付いたりすることができた。また，スラ

イドは，単元を通しての学習活動の蓄積や発表時

の資料としても活用することができた。Jamboard

の活用は，課題に対する考えを共有し，視点ごと

に情報を整理することで，自分の考えを深めるこ

とにつながり，手立てとして一定の効果が見られ

た。これらの活用を，学習目標リストを基に，系

統性を持たせて，教科等横断的に行うことで，児

童の情報活用能力の育成につながったと考える。

特に活動スキルの「Ａ１ 記録と編集」，「Ａ２ Ｐ

Ｃの操作」の項目では，実践１，実践２で同様に

Chromebook を活用してきたことで，児童は，スラ

イドへの写真の貼り付けやキーボードによる文字

入力など，基本的な操作を身に付けることができ

た。カメラ機能やスライドを，情報を収集，整理

する手段として身に付けたことで，児童は今後の

活用に生かすことができると考える。探究スキル

は，写真や他者の考えなどの収集した情報の中か

ら，課題解決に向けて必要な情報を選択したり，

情報を整理し，比較することで，共通点や相違点

を見付けたりする活動を，Chromebook を活用して

行うことで，「Ｂ１ 取捨選択」，「Ｂ２ 読み取り」

の育成につなげることができたと考える。 

２ 今後の展開 

２年生の実践では，観察物や製作物の変容を写

真で確実に記録することができた。また，記録し

た写真を端末内やクラウド上からスライドへ整理

し，まとめることができた。４，５年生の実践で

は，カメラ等で収集した情報を共有フォルダ内で

管理し，課題解決に必要な情報を個人で選択し，

スライドに整理することができた。情報収集のた

めのカメラ機能，情報を整理するためのスライド

の活用を違う単元や教科等で行ったことで，基本

的な操作の習得につながったと考える。また，キ

ーボードによる文字入力も短い時間で入力できる

ようになり，Chromebook の活用を通して，学習目

標リストの「Ａ１ 記録と編集」，「Ａ２ ＰＣの

操作」といった活動スキルの向上に一定の成果が

得られた。１単位時間において，教科のねらいと

基本的な操作の両面を指導していくことは困難で

ある。実践では，端末の操作方法への指導に重点

が置かれてしまい，結果，端末の活用自体が目的

になる場面もあった。また，キーボードでの入力

のため，実践当初は，児童の記述が不十分であっ

たり，操作に追われ，話し合いが活発に行われな

かったりする場面も見られた。学習活動を円滑に

進めるためには，基本的な操作を身に付けている

ことは必須である。そのためにも，低学年から系

統的に活用を進め，基本的な操作を習得させ，授

業での教科のねらいに迫る効果的な活用へとつな

げていくことが重要であると考える。 

学習の基盤となる資質・能力としての情報活用

能力は低学年から系統性を持たせて育成していく

必要がある。２年生で野菜を記録してきた活動が，

４，５年生での植物の観察へとつながり，おもち

ゃの製作過程や植物の様子をスライドにまとめた

経験が，他の単元や教科での学習のまとめ方に生

かされていく。児童の実態を把握し，それを生か

しながら，学年間での系統性を持たせ，教科等横

断的な視点で情報活用能力を育成し，学習活動の

充実を図るための１人１台端末の活用の在り方を

探っていきたい。 

 

＜引用文献＞ 

１文部科学省『小学校学習指導要領(平成 29年告示)』 
2018,東洋館出版社,p22 

２『仙台版 情報活用能力 学習目標リスト』 



視点１

手立てA

手立てB

手立てC

学　年 　教　科

活用アプリ
□Jamboard □スプレッドシート ☑スライド ☑その他

その他 カメラ機能

令和３年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長期研修員　引地　健夫　（　太白小学校　）　

　カメラ機能の活用（課題や目的に応じて，必要な情報を収集する）

　学習活動を充実させる，Chromebookの活用方法

ICTの活用について

第２学年 生活科

育成を目指す
資質･能力

単元指導計画

第一次　野さいを育てよう
第二次　野さいの世話をしよう
第三次　野さいのようすをつたえ合おう（本時）
第四次　野さいをしゅうかくしよう（本時）

生活科　実践事例（ICT）　　

　　　　　　　　　　　　　　　小学校

授業の概要について

授業日時

単元名

7月13日～9月2日

研究主題 情報活用能力を育てる授業実践の一試み
－児童の学習活動を充実させる，１人１台端末の活用を通して－

　スライド，Jamboardの活用（収集した情報を整理，比較，分析，共有する）

活用機器
☑Chromebook □iPad □電子黒板 □その他

その他

　学習目標リストを意識したChromebookの活用（学年間での系統性を持たせ，教科等横断的に活用する）

校種

ぐんぐんそだて　わたしの野さい

期待される
活用の効果

・カメラ機能
児童が野菜の成長の様子を確実に捉えることができるように，カメラ機能を用いて

記録させていく。記録した写真を比較することで，野菜の成長の様子に気付くことが
できる。また，Chromebookの基本的な操作の習得にもつながる。
・スライド
記録してきたものを時系列にまとめることで，野菜の成長の様子や自身の栽培活動

を振り返ることができる。また，収穫までの様子について，発表する際の資料として
も活用できる。情報活用能力の育成面では，写真の挿入などのChromebookの操作や資
料を提示しながらの発表といった活動スキル，野菜の成長や収穫の様子について，話
す内容の順番を考えたり，伝えたいことに合わせて提示する写真を選んだりすると
いった探究スキルを育てていくことにつなげられる。

植物を継続的に栽培する活動を通して，これまでの経験を基に，植物の変化や成長
の様子に関心を持って働きかけ，植物が生命をもっていることや成長していることに
気付くとともに，生き物に親しみを持ち，大切にしようとすることができるようにす
る。
情報活用能力については，以下の面の育成を目指す。

（仙台版 情報活用能力 学習目標リストより）
Ａ１：記録と編集 （カメラ機能を用いて，対象物を撮影，記録する。）
Ａ８：口頭発表 （写真を提示しながら，学習活動について発表する。）
Ｂ１：取捨選択 （学習活動について伝えたい内容と合わせて写真を選ぶ。）
Ｂ４：伝達内容の構成（学習活動について，伝える順番を決める。）
その他：Chromebook等の情報手段の基本的な操作

引地　資料1



実践１　生活科(第２学年)

　　　　【展開①】

　　　　【展開②】

実践授業（7/10) 

ICT活用場面 □　導入 ☑　展開 □　まとめ □その他

授業日時・場所 7月15日（木）　5校時（13:50～14:35）　2年　1組　教室

ICT活用の
ポイント

　育てた野菜を静止画で記録し，保存することで，野菜の成長の様子などを振り返るこ
とができる。また，育てた野菜について伝え合う活動では，成長の様子を伝えるための
資料として活用することができる。

主なICT活用場面

今後期待される活用の効果

ICT活用のメリット

【カメラ機能で対象物を記録し，活動を振り返る】

・野菜の成長の様子を静止画で記録し，保存・蓄積

する。

・記録した静止画を基に，自分が育てた野菜の成長

の様子について，伝えたいことをワークシートに

まとめる。

【資料を提示し，自分の学習活動について伝え合う】

・Chromebook内に保存した写真を提示し，自分の野菜の成長の

様子について，ワークシートにまとめたことを基に伝え合う。

・画面上を操作しながら，見せたい所を拡大して提示することが

できる。

・野菜の成長の様子を容易に継続して記録することができる。

・記録した写真を基に，野菜の成長の様子をまとめることができる。

・実物がなくても，資料として写真を提示しながら，自分が育てている野菜の成長の様子について伝

え合うことができる。

・カメラ機能を用いることで，対象物を容易に記録することができる。定点で撮影することで，対象

物の変化に気付くことができる。また，今後の学習活動において，対象物を観察する際の手段の一

つとして活用できる。

・Chromebookで写真を撮影し，記録した写真を提示といった容易な操作で，説明の際の資料として

活用することができる。

引地　資料2



実践１　生活科(第２学年)

ICT活用のメリット

今後期待される活用の効果

ICT活用の
ポイント

　これまで記録してきた野菜の様子をスライドにまとめることで，野菜が成長したこと
に気付き，自分の栽培活動を振り返ることができる。

主なICT活用場面

　　　　　【展開】

実践授業（8,9 /10) 

授業日時・場所
8月30日（月）　4校時（11:40～12:25）　　2年　　1組　教室
8月31日（火）　2校時（ 9:40～10:25）　　2年　　1組　教室

ICT活用場面 □　導入 ☑　展開 □　まとめ □その他

【対象物の変化を捉え，自分の学習活動を振り返る】

・これまで，記録してきた野菜の写真を時系列に並べ，比較することで，

成長の変化に気付くことができる。

・水やりやわき芽とりなど，これまでの自分の栽培活動を，写真をまとめ

たスライドを用いて振り返ることができる。

・学習の履歴として，収穫までの様子を記録し，保存することができる。

活用することができる。

・野菜の様子を時系列に並べることで，葉の数や大きさの変化，花から実への変化の様子を捉えるこ

とができる。

・記録を基に，自分のこれまでの栽培活動を振り返ることができる。

・野菜の成長記録の資料として活用することができるとともに，学習活動の履歴として残すことが容

易となる。

・収集した情報をスライドに整理することで，対象物の変容を捉えることができる。また，自分の考

えを発表する際の資料としての活用も考えられる。

・単元を通しての学習活動の履歴として保存することができる。まとめたものを見返すことで，自分

の学びの振り返りも可能となる。

引地　資料3



視点１

手立てA

手立てB

手立てC

学　年 　教　科

活用アプリ
□Jamboard □スプレッドシート ☑スライド ☑その他

その他 カメラ機能

令和３年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長期研修員　引地　健夫　（　太白小学校　）　

　カメラ機能の活用（課題や目的に応じて，必要な情報を収集する）

　学習活動を充実させる，Chromebookの活用方法

ICTの活用について

第２学年 生活科

育成を目指す
資質･能力

単元指導計画

第一次　つくりたいおもちゃをきめよう
第二次　うごくおもちゃをつくろう
第三次　もっとよくうごくおもちゃにしよう（本時）
第四次　あそび方をくふうしよう（本時）

生活科　実践事例（ICT）　　

　　　　　　　　　　　　　　　小学校

授業の概要について

授業日時

単元名

11月1日～11月22日

研究主題 情報活用能力を育てる授業実践の一試み
－児童の学習活動を充実させる，１人１台端末の活用を通して－

　スライド，Jamboardの活用（収集した情報を整理，比較，分析，共有する）

活用機器
☑Chromebook □iPad □電子黒板 □その他

その他

　学習目標リストを意識したChromebookの活用（学年間での系統性を持たせ，教科等横断的に活用する）

校種

うごく　うごく　わたしのおもちゃ

期待される
活用の効果

・カメラ機能
カメラ機能を用いて，児童が製作したおもちゃを記録させていく。記録した写真を

整理し，比較させることで，改良した点を捉えさせ，活動を振り返らせることができ
る。また，記録データの保存，編集と言った活動スキルの育成につながる。
・スライド
スライドを用いることで，製作したおもちゃの写真を整理し，改良点を提示したり，

使用したワークシートをまとめ，自分の学習活動を振り返らせたりすることができる。

身近にある物を使って，動くおもちゃをつくる活動を通して，よりよく動くように
改良したり，もっと楽しくなるように遊び方やルールを変えたりなどの工夫をし，遊
びの面白さや自然の不思議さに気付くとともに，みんなで楽しみながら遊びを創り出
そうとすることができるようにする。
情報活用能力については，以下の面の育成を目指す。

（仙台版 情報活用能力 学習目標リストより）
Ａ１：記録と編集 （カメラ機能を用いて，製作物を撮影，記録する。）
Ａ８：口頭発表 （スライドを提示しながら，学習活動について発表する。）
Ｂ１：取捨選択 （他者からの助言を基に改良方法を考えたり，伝えたい内容

と合わせて写真を選んだりする。）
その他：Chromebook等の情報手段の基本的な操作

引地　資料4



実践２　生活科(第２学年)

実践授業（4/12) 

ICT活用場面 □　導入 ☑　展開 □　まとめ □その他

授業日時・場所 11月5日（月）　5校時（13:50～14:35）　　2年　　1組　教室

ICT活用の
ポイント

　製作したおもちゃや改良したい点をまとめたワークシートを静止画で記録し，スライ
ドに整理することで，自身の学習活動をまとめていくことができる。また，製作したお
もちゃについて伝え合う際には，資料として活用することができる。

主なICT活用場面

今後期待される活用の効果

ICT活用のメリット

【カメラ機能で対象物を記録，保存し，情報を整理する】

・製作したおもちゃや改良したいことを記入したワークシートをカメラ機能を用いて記録する。

・記録したものをスライドに整理し，学習の履歴として蓄積していく。

・整理したスライドは，次時の伝え合う活動の際に，提示する資料として活用する。

【展開】

・繰り返し製作を重ねていくため，記録を残しておくことで，振り返りの際に製作物の変容を捉える

ことができる。

・記録したものをスライドに整理しておくことで，単元を通しての自身の学習活動を蓄積していくこ

とができる。また，作成したスライドは，伝える際の資料としても活用することができる。

・ワークシートなど，紙に書いたものもカメラ機能を用いて撮影することで，デジタルで記録，保存

することができる。

・製作の過程や，製作物の変容，児童自身の学習活動をカメラ機能を用いて，静止画や動画で撮影し，

記録として保存することができる。

もっとはやくしたい。

わりばしにひびがは

いっているので，パ

ワーアップしたい。
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実践２　生活科(第２学年)

ICT活用のメリット

今後期待される活用の効果

ICT活用の
ポイント

　製作したおもちゃについて伝え合う活動の際に，実物だけでなく，スライドを資料と
して提示することで，改良前後のおもちゃの変容を分かりやすく伝えることができる。

主なICT活用場面

　　　　　【展開①】

　　　　　【展開②】

実践授業（7/12) 
授業日時・場所 11月11日（木）　2校時（9:40～10:25）　　2年　　1組　教室

ICT活用場面 □　導入 ☑　展開 □　まとめ □その他

【記録した情報を整理する】

・改良前，改良後のおもちゃの写真を並べ，製作した

ものの変容を捉える。

・伝え合う際の資料として活用することで，改良した

点を分かりやすく示すことができる。

【整理した情報を基に，Chromebookを活用して伝え合う】

・作成したスライドを基に，改良した点や改良前後の

おもちゃの変容を伝え合う。

・聞く側は，スライドを基に，発表者が製作したおも

ちゃの変容を捉えることができる。

・改良前後の記録を整理し，比較することで，製作物の変容を容易に捉えることができる。

・伝え合う活動の際には，言葉だけでなく，視覚的に製作物の変容を聞き手に伝えることができる。

・スライドに記録を蓄積しておくことで，単元の最後に自分の学習活動をスライドを基に，振り返る

ことができる。

・スライドに整理することで，共通点や相違点を見付け，対象物の変容を捉えることができる。

・単元を通しての学習活動の履歴として保存し，自分の学習活動を振り返ることができる。
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視点１

手立てA

手立てB

手立てC

学　年 　教　科

期待される
活用の効果

研究主題 情報活用能力を育てる授業実践の一試み
－児童の学習活動を充実させる，１人１台端末の活用を通して－

　スライド，Jamboardの活用（収集した情報を整理，比較，分析，共有する）

活用機器
☑Chromebook □iPad □電子黒板 □その他

その他

　学習目標リストを意識したChromebookの活用（学年間での系統性を持たせ，教科等横断的に活用する）

校種

暑くなると

令和３年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長期研修員　引地　健夫　（　太白小学校　）　

　カメラ機能の活用（課題や目的に応じて，必要な情報を収集する）

　学習活動を充実させる，Chromebookの活用方法

ICTの活用について

第４学年 理科

育成を目指す
資質･能力

単元指導計画
第1次　植物の成長
第2次　動物の活動
第3次　記録の整理

理科　実践事例（ICT）　　

　　　　　　　　　　　　　　　小学校

授業の概要について

授業日時

単元名

8月30日～9月6日

活用アプリ
□Jamboard □スプレッドシート ☑スライド ☑その他

その他 カメラ機能

・カメラ機能
植物の様子を記録する際に，カメラ機能を用いる。継続して活用することで，季節

ごとの植物の様子を記録できるとともに，異なる季節で記録した写真を比較すること
で，植物の様子の変化を捉えることができる。
・スライド
カメラで収集した情報を整理する際に，スライドを用いる。季節ごとに記録した写

真を並べて整理することで，変化の様子を捉えさせるとともに，観察結果をまとめて
いく。情報活用能力の育成面については，写真の挿入や文字入力などの基本的な操作
や資料を効果的に示しながらの発表といった活動スキル，収集した情報から，共通点
や相違点を見付けるといった探究スキルを育てていく。

動物を探したり植物を育てたりしながら，動物の活動や植物の成長の様子と季節の
変化に着目して，それらを関係付けて，身近な動物の活動や植物の成長と環境との関
わりを調べることを通して，それらについての理解を図り，観察などに関する技能を
身に付けるとともに，主に既習の内容や生活経験を基に，根拠のある予想や仮説を発
想する力や生き物を愛護する態度，主体的に問題解決しようとする態度を育成する。
情報活用能力については，以下の面の育成を目指す。

（仙台版 情報活用能力 学習目標リストより）
Ａ１：記録と編集 （カメラ機能を用いて，対象物を撮影，記録する。）
Ａ２：ＰＣの操作 （撮影データをクラウド上に保存する，スライドへ写真を挿

入する，文字を入力する。）
Ａ３：ウェブ検索 （サイトから課題解決に必要な情報を見付ける。）
Ｂ２：読み取り （収集した情報から，共通点，相違点を見付け，変化の様子

をまとめる。）
Ｂ３：創造 （整理した情報を基に，課題について考えをまとめる。）
その他：Chromebook等の情報手段の基本的な操作
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実践１　理科(第４学年)

実践授業（1/4) 

ICT活用場面 □　導入 ☑　展開 □　まとめ □その他

授業日時・場所 8月30日（月）　5校時（13:50～14:35）　　4年　　1組　教室

ICT活用の
ポイント

　観察する植物を静止画で記録，保存し，整理することで，季節による植物の変化の様
子を捉えることができる。

主なICT活用場面

今後期待される活用の効果

ICT活用のメリット

【展開】

【カメラ機能で対象物を記録，保存し，情報を整理する】

・観察する植物の様子を，静止画で記録し，保存・蓄積する。

・記録したものをスライドに整理し，植物の様子について，どう変化したのかを捉える。

・季節ごとの植物の様子を容易に継続して記録することができる。

・記録した写真を基に，植物の変化の様子を捉えることができる。

・カメラ機能を用いることで，対象物の様子を容易に記録することができる。違う単元での学習の際

にも，観察する対象物の様子を静止画や動画で記録するなど，課題や目的に応じて必要な情報を収

集することができる。
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実践１　理科(第４学年)

実践授業（4/4) 
授業日時・場所 9月6日（月）　5校時（13:50～14:35）　　4年　　1組　教室

ICT活用場面 □　導入 ☑　展開 ☑　まとめ □その他

ICT活用のメリット

今後期待される活用の効果

ICT活用の
ポイント

　これまで記録してきた植物の様子や気温の変化をスライドに整理することで，それを
基に，植物の様子と気温との関係について考えることができる。

主なICT活用場面

【展開①】

【記録した情報を整理し，課題について考える】

・記録した植物の写真をスライドに整理し，変化の様子を捉える。

・植物の様子と気温の変化を基に，それらの関係について考えることができる。

【展開②】

【学習したことや自分の考えを蓄積する】

・学習したことを基に，秋の植物や動物の様子につい

て予想を立て，スライドにまとめる。

・次の単元での学習の際に，自分の立てた予想を基に

学習を進めていく。

・記録してきた植物の様子を時系列に並べ，比較することで，葉の数や大きさ，茎の伸び具合など，

変化の様子を捉えることができる。

・植物の変化と気温の変化が分かる情報をスライドに整理することで，それらの関係性について考え

ることができる。

・学習したことや自分の考えを蓄積していくことで，次の単元の学習に生かすことができる。

・記録した情報をスライドに整理することで，対象物を比較し，共通点や相違点を見付け，変化の様

子を捉えることができる。

・単元を通しての学習活動の履歴として保存することで，違う単元での学習に生かすことができる。
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視点１

手立てA

手立てB

手立てC

学　年 　教　科

活用アプリ
□Jamboard ☑スプレッドシート ☑スライド ☑その他

その他 カメラ機能

令和３年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長期研修員　引地　健夫　（　太白小学校　）　

　カメラ機能の活用（課題や目的に応じて，必要な情報を収集する）

　学習活動を充実させる，Chromebookの活用方法

ICTの活用について

第４学年 理科

育成を目指す
資質･能力

単元指導計画
第1次　植物の成長
第2次　動物の活動
第3次　記録の整理

理科　実践事例（ICT）　　

　　　　　　　　　　　　　　　小学校

授業の概要について

授業日時

単元名

11月4日～11月11日

研究主題 情報活用能力を育てる授業実践の一試み
－児童の学習活動を充実させる，１人１台端末の活用を通して－

　スライド，Jamboardの活用（収集した情報を整理，比較，分析，共有する）

活用機器
☑Chromebook □iPad □電子黒板 □その他

その他

　学習目標リストを意識したChromebookの活用（学年間での系統性を持たせ，教科等横断的に活用する）

校種

すずしくなると

期待される
活用の効果

・カメラ機能
植物の様子を記録する際に，カメラ機能を用いる。継続して活用することで，季節

ごとの植物の様子を記録できるとともに，異なる季節で記録した写真を比較すること
で，植物の様子の変化を捉えることができる。
・スライド
カメラで収集した情報を整理する際に，スライドを用いる。季節ごとに記録した写

真を並べて整理することで，変化の様子を捉えさせるとともに，観察結果をまとめて
いく。情報活用能力の育成面については，写真の挿入や文字入力などの基本的な操作
や資料を効果的に示しながらの発表といった活動スキル，収集した情報から，共通点
や相違点を見付けるといった探究スキルを育てていく。

動物を探したり植物を育てたりしながら，動物の活動や植物の成長の様子と季節の
変化に着目して，それらを関係付けて，身近な動物の活動や植物の成長と環境との関
わりを調べることを通して，それらについての理解を図り，観察などに関する技能を
身に付けるとともに，主に既習の内容や生活経験を基に，根拠のある予想や仮説を発
想する力や生き物を愛護する態度，主体的に問題解決しようとする態度を育成する。
情報活用能力については，以下の面の育成を目指す。

（仙台版 情報活用能力 学習目標リストより）
Ａ１：記録と編集 （カメラ機能を用いて，対象物を撮影，記録する。）
Ａ２：ＰＣの操作 （撮影データをクラウド上に保存する，スライドへ写真を挿

入する，文字を入力する。）
Ａ３：ウェブ検索 （サイトから課題解決に必要な情報を見付る。）
Ｂ２：読み取り （収集した情報から，共通点，相違点を見付け，変化の様子

をまとめる。）
Ｂ３：創造 （整理した情報を基に，課題について考えをまとめる。）
その他：Chromebook等の情報手段の基本的な操作
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実践２　理科(第４学年)

実践授業（2/4) 

ICT活用場面 □　導入 ☑　展開 □　まとめ □その他

授業日時・場所 11月5日（金）　5校時（13:50～14:35）　　4年　　1組　教室

ICT活用の
ポイント

　記録した静止画をスライドに整理し，比較することで，季節による植物の変化の様子
を捉えることができる。また，動画を視聴し，秋の頃の動物の様子を知ることができ
る。

主なICT活用場面

今後期待される活用の効果

ICT活用のメリット

【展開①】

【記録した情報を整理し，比較する】

・前の単元で作成したスライドに記録した写真を続けて整理し，春，夏の植物の様子と比較する

ことで，相違点を見付け，植物の変化の様子を捉えることができる。

【展開②】

【課題解決に必要な情報を収集する】

・秋の頃の動物の様子について，指定したサイトから，

動画を視聴し，調べることができる。

・動物の様子について分かったことは，ワークシート

にまとめ，カメラ機能を用いて撮影し，学習の履歴

として保存する。

・記録してきた植物の様子を時系列に並べ，比較することで，葉の色や実を付けたことなど，植物の

変化の様子を詳しく捉えることができる。

・観察が難しい虫などの小動物の様子について，動画を利用することで，詳しく知ることができる。

また，１人１台端末により，何度も見返したり，気になったところを停止したりしながら視聴する

ことができる。

・記録した情報をスライドに整理し，対象物を比較することで，共通点や相違点を見付け，対象物の

変化の様子を捉えることができる。

・課題解決に向けて，主体的に情報を収集することができる。
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実践２　理科(第４学年)

ICT活用のメリット

今後期待される活用の効果

ICT活用の
ポイント

　気温のデータを基に，グラフを作成し，変化の傾向を捉えることができる。また，作
成したグラフとこれまで記録してきたヘチマの様子から，植物の成長と気温との関係に
ついて考えることができる。

主なICT活用場面

実践授業（3/4) 
授業日時・場所 11月8日（月）　5校時（13:50～14:35）　　4年　　1組　教室

ICT活用場面 □　導入 ☑　展開 □　まとめ □その他

【展開①】

【情報を整理し，変化や傾向を見いだす】

・スプレッドシートの型にデータを入力し，グラフを作成する。

・作成したグラフを基に，夏から秋にかけての気温の変化の傾向を捉える。

【展開②】

【情報を整理し，課題について考える】

・記録した写真を時系列に並べ，植物の変化の様子を

捉える。

・整理した写真と作成したグラフを基に，植物の変化

と気温との関係について考えることができる。

・データを入力することで，容易にグラフを作成することができ，気温の変化や傾向に重点を置いて

考えることができる。

・植物の変化と気温の変化に関する情報をまとめることで，それらの関係性について考えることがで

きる。

・グラフを作成し，それを基に記録したデータの変化や傾向について考えることができる。

・収集した情報を基に，課題に対する考えを持つことができる。

引地　資料12



視点１

手立てA

手立てB

手立てC

学　年 　教　科

期待される
活用の効果

研究主題 情報活用能力を育てる授業実践の一試み
－児童の学習活動を充実させる，１人１台端末の活用を通して－

　スライド，Jamboardの活用（収集した情報を整理，比較，分析，共有する）

活用機器
☑Chromebook □iPad □電子黒板 □その他

その他

　学習目標リストを意識したChromebookの活用（学年間での系統性を持たせ，教科等横断的に活用する）

校種

植物の発芽と成長

令和３年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長期研修員　引地　健夫　（　太白小学校　）　

　カメラ機能の活用（課題や目的に応じて，必要な情報を収集する）

　学習活動を充実させる，Chromebookの活用方法

ICTの活用について

第５学年 理科

育成を目指す
資質･能力

単元指導計画
第1次　種子が発芽する条件
第2次　種子の発芽と養分
第3次　植物が成長する条件（本時）

理科　実践事例（ICT）　　

　　　　　　　　　　　　　　　小学校

授業の概要について

授業日時

単元名

6月16日～6月17日

活用アプリ
□Jamboard □スプレッドシート ☑スライド ☑その他

その他 カメラ機能

・カメラ機能
植物の様子を記録する際に，カメラ機能を用いる。継続して活用することで，植物

の成長の様子を記録できるとともに，異なる条件下で栽培した植物の写真を比較する
ことで，条件による成長の違いを捉えることができる。
・スライド
カメラで収集した情報を整理する際に，スライドを用いる。記録した写真を時系列

に並べて整理することで，異なる条件下による植物の成長の違いを捉えさせるととも
に，観察結果をまとめていく。情報活用能力の育成面については，写真の挿入や文字
入力などのChromebookの操作や資料を効果的に示しながらの発表といった活動スキル，
収集した情報から，共通点や相違点を見付けるといった探究スキルを育てていく。

発芽と成長の様子に着目して，それらに関わる条件を制御しながら，植物の育ち方
を調べることを通して，植物の発芽と成長の条件についての理解を図り，実験などに
関する技能を身に付けるとともに，主に予想や仮説を基に，解決の方法を発想する力
や生命を尊重する態度，主体的に問題解決しようとする態度を育成する。
情報活用能力については，以下の面の育成を目指す。

（仙台版 情報活用能力 学習目標リストより）
Ａ１：記録と編集 （カメラ機能を用いて，対象物を撮影，記録する。）
Ａ２：ＰＣの操作 （撮影データをクラウド上に保存する，スライドへ写真を挿

入する，文字を入力する。）
Ａ８：口頭発表 （スライドを提示しながら，自分の考えを発表する。）
Ｂ１：取捨選択 （撮影した写真から，課題解決に必要な情報を選ぶ。）
Ｂ２：読み取り （情報をスライドに整理し，相違点を見付け，変化の様子を

まとめる。）
その他：Chromebook等の情報手段の基本的な操作
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実践１　理科(第５学年)

実践授業（12,13/14) 

ICT活用場面 □　導入 ☑　展開 □　まとめ □その他

授業日時・場所
6月16日（水）3校時（10:50～11:35）17日（木）2校時（ 9:40～10:25）5年1組教室
6月16日（水）2校時（ 9:40～10:25）17日（木）3校時（10:50～11:35）5年2組教室

ICT活用の
ポイント

　植物の成長の様子を静止画で記録，保存し，時系列に整理していくことで，条件の違
いによる成長の変化を捉えることができる。また，整理した記録を基に，観察結果を考
察し，植物の成長に必要な条件について考えることができる。

主なICT活用場面

今後期待される活用の効果

ICT活用のメリット

【展開①】

【記録した情報を整理し，比較する】

・これまでに記録してきた植物の成長の様子を条件ごとに時系列に整理し，比較することで，相

違点を見付け，条件下による成長の違いを捉えることができる。

【展開②】

【整理した情報を基に，課題について考える】

・スライドに整理した記録を基に，観察結果をまとめる。

・観察結果から，植物の成長に必要な条件を考えることが

できる。

・作成したスライドは，自分の考えを発表する際に資料

として活用することができる。

・植物の成長の様子を容易に継続して記録することができる。

・記録してきた植物の様子を時系列に並べ，比較することで，異なる条件下においての植物の成長の

違いを捉えることができる。

・カメラ機能を用いることで，対象物の様子を容易に記録することができる。また，記録した情報を

スライドに整理することで，対象物を比較し，共通点や相違点を見付け，変容を捉えることがで

きる。
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視点１

手立てA

手立てB

手立てC

学　年 　教　科

期待される
活用の効果

研究主題 情報活用能力を育てる授業実践の一試み
－児童の学習活動を充実させる，１人１台端末の活用を通して－

　スライド，Jamboardの活用（収集した情報を整理，比較，分析，共有する）

活用機器
☑Chromebook □iPad □電子黒板 □その他

その他

　学習目標リストを意識したChromebookの活用（学年間での系統性を持たせ，教科等横断的に活用する）

校種

水産業のさかんな地域

令和３年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長期研修員　引地　健夫　（　太白小学校　）　

　カメラ機能の活用（課題や目的に応じて，必要な情報を収集する）

　学習活動を充実させる，Chromebookの活用方法

ICTの活用について

第５学年 社会科

育成を目指す
資質･能力

単元指導計画

社会科　実践事例（ICT）　　

　　　　　　　　　　　　　　　小学校

授業の概要について

授業日時

単元名

8月30日～9月15日

活用アプリ
☑Jamboard □スプレッドシート ☑スライド □その他

その他

・スライド
各時間のまとめや第７時でプレゼンテーションを作成する際に，スライドを用いる。

第６時までに作成してきたスライドを基に，学習問題に対する考えをまとめることが
できる。また，活用を通して，基本的な操作や資料の効果的な示し方といった活動ス
キル，課題解決に必要な情報を選択するといった探究スキルを育てていく。
・Jamboard
学習課題について考える際に，Jamboardを活用する。グループ内で話し合う中で，

収集した情報や他グループの考えを即時に共有することで，学習課題に対するより良
い考えを見いだすことへつなげていく。また，毎時間の学習履歴を残すことで，まと
めでのスライド作成に活用することができる。

我が国の水産業について，生産の工程，人々の協力関係，技術の向上，輸送，価格
や費用などに着目して，地図や各種の資料で調べ，まとめることで，水産業に関わる
人々の工夫や努力をとらえ，その働きを考え，表現するよう努力したり輸送や販売方
法を工夫したりして，良質な水産物を消費地に届けるなど，食量生産を支えているこ
とを理解できるようにするとともに，主体的に学習問題を追究・解決しようとする態
度を養う。
情報活用能力については，以下の面の育成を目指す。

（仙台版 情報活用能力 学習目標リストより）
Ａ２：ＰＣの操作 （スライドへ写真を挿入する，文字を入力する。）
Ｂ１：取捨選択 （共有した考えから，課題解決に必要な情報を選ぶ。）
Ｂ２：読み取り （共有した考えから，共通項を見付ける。）
Ｂ３：創造 （共通項を基に，課題に対する自分の考えをまとめる。）
その他：Chromebook等の情報手段の基本的な操作

第１時 魚を消費する日本

第２時 魚を集めてとるまきあみ漁

第３時 長崎漁港から食卓へ

第４時 つくり育てる漁業

第５時 すり身からかまぼこをつくる

第６時 日本の水産業がかかえている課題

第７時 プレゼンテーションを使ってまとめる
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実践２　社会科(第５学年)

実践授業（6/7) 

ICT活用場面 ☑　導入 ☑　展開 ☑　まとめ □その他

授業日時・場所
9月13日（月）　4校時（11:40～12:25）　　5年　　1組　教室
9月14日（火）　2校時（ 9:40～10:25）　　5年　　2組　教室

ICT活用の
ポイント

　学習課題について，資料から考えたことを付箋に書き出し，学級全体で共有する。グ
ループ内で視点ごとに考えを整理し，それを基に，課題に対する自分の考えをまとめる
ことができる。

主なICT活用場面

今後期待される活用の効果

ICT活用のメリット

めでのスライド作成に活用することができる。

【展開①】

【資料から考えたことを共有し，課題について考える。】

・Jamboardを用いて，資料から考えたことを付箋に出し合う。それらを共有し，グループ内で視

点ごとに整理することで，学習課題に対する自分の考えを深めることができる。

【展開②】

【学習課題に対する自分の考えを蓄積する】

・毎時間の振り返りに，課題に対して考えたこ

とをスライドにまとめていく。

・単元の最後に，これまでまとめてきたスライ

ドを基に，学習を振り返り，プレゼンテー

ションを制作する。

・課題に関する考えや資料から読み取ったことなど，個人の考えを共有することができる。

・Jamboard上で整理した学習内容が蓄積されていくため，単元のまとめや振り返りの際に活用する

ことができる。

・課題に対して，収集した情報や考えを出し合い，分類，整理することが容易になる。また，大人数

で，情報を即時に共有することができる。
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実践２　社会科(第５学年)

実践授業（7/7) 

授業日時・場所
9月15日（水）　1校時（ 8:50～ 9:35）　　5年　　2組　教室
9月15日（水）　5校時（13:50～14:35）　　5年　　1組　教室

ICT活用場面 □　導入 ☑　展開 □　まとめ □その他

ICT活用のメリット

今後期待される活用の効果

ICT活用の
ポイント

　これまでに蓄積してきた，スライドやJamboardを基に，学習したことを振り返り，調
べて分かったことや学習問題について考えたことをまとめることができる。

主なICT活用場面

【展開①】

【情報を取捨選択し，学習内容をまとめる】

・これまでのJamboardやスライドを基に，水産業について学習したことをまとめる。

・資料用のドライブ内から，内容に合った写真や図，グラフを選択してスライドを作成する。

【展開②】

【学習内容を振り返り，課題に対する考えをまとめる】

・これまで蓄積してきた学習内容を振り返り，課題に対

する，自分の考えをまとめることができる。

・単元の始めと終わりの自分の考えの変容を捉えること

ができる。

・蓄積してきたJamboardやスライドを基に，これまでの学習内容を振り返ることができる。

・単元を通しての学習履歴を残すことができる。また，自分の考えの変容を捉えることができる。

・単元を通しての学習履歴を残すことで，自分の考えの変容を捉えることができる。

・調べ学習を行う際の，学習のまとめの方法として，スライドを用いて行うことができる。また，情

報を発信する際の資料としても活用することができる。
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